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英語外部検定利用入試を調べよう 
５年生が受験する２０２１年度入試で注目を集めているのが、英語資格・検定の活用だ。こういった外部検定利用

入試は春告草前号でも触れたが、既に「英語４技能テスト

利用入試」などの名称で現行の入試制度でも行われている。 

制度の内容、資格・検定試験のどれを受けたらよいのか、

利用するメリットはあるのか等についてみていきたい。 

外部検定利用入試とは 

 英語検定と言えば、まず「英検」を思い浮かべるが、こ

の他に「ＧＴＥＣ
ジ ー テ ッ ク

」や「ＴＥＡＰ
テ ィ ー プ

」などの各種検定が行われて

いる。外部検定利用入試は、これら検定の級、スコアなど

を入学者選抜に利用するものだ。 

２０１５年度入試で上智大がＴＥＡＰ入試を開始して以来、

外部検定利用入試を行う大学数は、５年連続で増加を続け

ている。今年度の一般入試で資格・検定を利用した大学は、

全国７６８大学のうち１８７大学にのぼり、外部検定利用入試

を行なった大学数の割合は前年の１９．８％から２４．３％と、

４．５ポイントアップした。 

公立大でこの制度を導入しているのは、国際教養大と兵

庫県立大の２大学だけであるが、国立大の利用率は２０％

を超えていて、首都圏では千葉大をはじめ４大学が導入済

である。次ページに来年度の一般入試で外部検定利用入試

を行う首都圏国立大学と国際教養大の利用状況を載せた。 

資格・検定の利用方法は大別すると４つで、出願資格、

得点換算、加点、合否参考・判定優遇がある。 

 得点換算はこれらの中で、一般入試での利用率が最も高

く、外部検定利用入試を導入している大学のうち、６割強

を占める。得点換算の特徴としては「英検準２級は８０点、

２級は９０点、準１級以上は１００点に換算」といった具合に、

利用できる級やスコアの範囲が広く、幅広いレベルの受験

生が利用しやすいことが挙げられる。 

 東京海洋大は４年前に海洋科学部（現海洋生命科学部）

が出願資格を「英検準２級以上」と定め、現在も２学部で

実施している。大学側からみて、受験生の学力水準を一定

のレベルに担保できることがメリットだ。このため、出願

資格は推薦・ＡＯ入試での利用率が高くなっている。 

 

■一般入試で資格・検定が利用できる大学数 
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設置者別全大学数 
資格・検定 
利用大学数 

設置者別 
利用率 

利用大学に 
占める割合 

国立大 82 17 20.7％ 9.1％ 

公立大 90 2 2.2％ 1.1％ 

私立大 589 168 28.5％ 89.8％ 

全 体 768 187 24.3％ 100％ 

 

■設置者別の資格・検定利用状況（２０１９年度入試） 

■資格・検定の主な利用方法 

出願資格 
大学が指定した資格・検定を出願の要件にする。 
例：英検２級に合格していないと出願できない 

得点換算 
大学が指定した資格・検定を、その大学の英語試験
の得点に換算する。 
例：英検２級合格は、英語試験の８０点に換算する 

加 点 
大学が指定した資格・検定を、その大学の入試の総
合点に上乗せする。 
例：英検２級合格は総合点に１０点を加算する 

合否参考 
判定優遇 

合否判定の際に何らかの優遇措置を行う。 
例：入試の得点が同点だったとき、英検２級合格者
が優遇される  

 ■資格・検定の利用方法（２０１９年度入試） 
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※  



どの資格・検定を受ければよいのか 

 外部検定利用入試でどの資格・検定を利用できるかは、大学

により異なる。志望校が決まっているのであれば、大学のホー

ムページなどで利用できる資格・検定を調べよう。検定によっ

ては志望大学で利用できない場合もある。まだ、決めていない

のであれば、多くの大学が採用している汎用性の高いもので受

験するのが、選択ポイントの一つになる。 

 右のグラフは、外部検定利用入試を行っている大学について

の利用割合だ。一般入試、推薦・ＡＯ入試共に高い採用率を誇

るのは「英検」である。英検が多くの大学で認められているの

は、日本の高校生が学校で習う内容に沿って問題が作られてい

ることが理由だ。ＴＥＡＰは上智大が開発に関わった検定で、大学入学後の授業や学生生活を想定して問題が作ら

れている。この為、“major”という単語一つをとってみても、「主要な」という意味の他、「専攻科目」という意

味での使い方にも注意しなければいけない。また、ＩＥＬＴＳやＴＯＥＦＬ、ＴＯＥＩＣは、英語圏への留学や就労を目

的とした検定で、「ビジネスマンとクライアントとの会話」といった内容の出題もある。ＧＴＥＣは本校でも実施

しているので、感触は分かっているだろう。一口に英語検定と言っても、それぞれに違いはある。各資格・検

定試験の内容や問題への相性なども、選択ポイントの大きな要素となるだろう。 

求められる資格・検定のレベルは 

 先にも説明したように、一般入試と推薦・ＡＯ入試とでは、

資格・検定の利用のされ方が同じではない。この為、それぞれ

の試験で求められる級、スコアが若干異なる。 

 右のグラフは、今年度の一般入試における外部検定利用入試

と推薦・ＡＯ入試で大学が求めるレベルを集計し、これを英検

の級に換算したものだ。 

■大学入試における資格・検定の採用率（２０１９年度） 
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■外部検定利用入試で求められる英語レベル 
                 （２０１９年度 英検級換算） 

一般入試 推薦・ＡＯ入試 

大学名 学部 入試日程 

利用方法 

備考 出願 
資格 

得点 
換算 

加点 英検 ＧＴＥＣ ＴＥＡＰ 

埼玉大 経済［昼］ 前  ●   960  
前期国際プログラム枠。資格レベルに応じて、センタ
ー試験英語の得点に段階的に換算（TOEIC 基準） 

千葉大 

国際教養 前  ● ● 
ＣＳＥ 
1950 

960 225 資格レベル応じて個別試験外国語の得点に段階的
に加点。最高位のレベルは満点に換算し、外国語の
受験を免除。 教育（英語教育） 前  ● ● 

ＣＳＥ 
1950 

960 225 

文（人文） 前   ● 
ＣＳＥ 
2180 

1120 280 

資格レベルに応じて個別試験外国語の得点に段階
的に加点。 

理（物理） 前   ● 
ＣＳＥ 
2180 

1120 280 

園芸 前   ● 
ＣＳＥ 
2180 

1120 280 

看護 前   ● 
ＣＳＥ 
1950 

960 225 

東京海洋大 
海洋生命科学 前、後 ●   準２級 840 160 

出願資格 
GTECは４技能オフィシャルスコア 

海洋資源環境 前、後 ●   準２級 840 160 

東京藝術大 音楽 前  ●  準１級   センター試験英語の得点を満点に換算 

国際教養大 国際教養 A、B、C  ●  準１級 1200 360 
センター試験英語の得点を満点に換算 
GTECは CBT タイプに限定 

 

■２０２０年度一般入試 首都圏国立大学の資格・検定利用状況 



 これを見ると、一般入試では英検準２級（高校中級程度）と２級（高校卒業程度）で８割近くを占めている

のが分かる。推薦・ＡＯ入試についても同様の状況であるが、構成比をみると準１級（大学中級）、２級の割合

が減り、準２級の割合が増えている。この違いは、一般入試では得点換算での利用が多く、高いレベルの英語

力が求められるのに対し、推薦・ＡＯ入試では出願資格としての利用が多く、受験生を広く受け入れ、その後、

面接や小論文などで多面的に評価したいという姿勢によるものだ。いずれにしても、最低でも準２級、できれ

ば２級が必要となる。 

 ２０年度入試でのいくつかの事例を下に示したが、詳細は各大学のホームページなどで確認しよう。今まで使

えていた資格・検定が対象外となったり、基準の見直しなどもある。最新情報を調べておこう。 

 また、各種資格・検定の級やスコアを統一基準で評価する必要からＣＥＦＲ
セファール

対照表が提供されている。ＣＥＦＲと

はヨーロッパ言語共通参照枠（Common European Framework of Reference for Languages）のことで、外国語学習

者の修得状況を示す国際的な尺度である。２１年度以降の入試では、多くの国公立大で出願資格がＡ２以上と発表

されているのは、皆さんも承知しているだろう。 

■英語資格・検定とＣＥＦＲレベルとの対照表 

ＣＥＦＲ 

各資格・検定のスコア 

英検（実用英語技能検定） 
ＴＥＡＰ 

ＴＥＡＰ 

ＣＢＴ 
ＩＥＬＴＳ 

ＴＯＥＦＬ 

ｉＢＴ 
ＴＯＥＩＣ 

ＧＴＥＣ 

ＣＢＴ  英検 
ＣＳＥ 

各級のテストで 
ＣＥＦＲの範囲が可能な範囲 

Ｃ２        
９．０ 
｜ 
８．５ 

   
２３０ 
｜ 
２００ 

Ｃ１ 
３２９９ 
｜ 

２６００ 

 
合格 
2630→ 

３２９９ 

↑ 

１級 

↓ 

２３０４ 

  
４００ 
｜ 
３７５ 

８００ 
８．０ 
｜ 
７．０ 

１２０ 
｜ 
９５ 

１９９０ 
｜ 

１８４５ 

１４００ 
｜ 

１３５０ 

１９９ 
｜ 
１８０ 

Ｂ２ 
２５９９ 
｜ 

２３００ 
 

２５９９ 

↑ 

準１級 

↓ 
１９８０ 

 
合格 

←2304 

３７４ 
｜ 
３０９ 

７９５ 
｜ 
６００ 

６．５ 
｜ 
５．５ 

９４ 
｜ 
７２ 

１８４０ 
｜ 

１５６０ 

１３４９ 
｜ 

１１９０ 

１７９ 
｜ 
１６０ 

Ｂ１ 
２２９９ 
｜ 

１９５０ 

 
合格 
1980→ 

２２９９ 

↑ 

２級 

↓ 
１７２８ 

 
３０８ 
｜ 
２２５ 

５９５ 
｜ 
４２０ 

５．０ 
｜ 
４．０ 

７１ 
｜ 
４２ 

１５５５ 
｜ 

１１５０ 

１１８９ 
｜ 
９６０ 

１５９ 
｜ 
１４０ 

Ａ２ 
１９４９ 
｜ 

１７００ 
 

１９４９ 

↑ 

準２級 

↓ 
１４００ 

 
合格 

←1728 

２２４ 
｜ 
１３５ 

４１５ 
｜ 
２３５ 

  
１１４５ 
｜ 
６２５ 

９５９ 
｜ 
６９０ 

１３９ 
｜ 
１２０ 

Ａ１ 
１６９９ 
｜ 

１４００ 

 
合格 
1456→ 

１６９９ 
３級 
１４００ 

     
６２０ 
｜ 
３２０ 

６８９ 
｜ 
２７０ 

１１９ 
｜ 
１００ 

 

早稲田大―文・文化構想［出願資格］ 

一般入試 英語４技能テスト利用型 

英検ＣＳＥスコア＝２２００（５００） 

ＧＴＥＣ ＣＢＴ＝１１００（２５０） 

ＴＥＡＰ＝２８０（６５） 

ＴＥＡＰ ＣＢＴ＝４７０（１１０） 

※（ ）内はＲｅａｄｉｎｇ、Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ、Ｗｒｉｔｉｎｇ、Ｓｐｅａｋｉｎｇ各技
能の基準点 

立教大―全［得点換算］ 

センター利用入試 

大学入試センター試験の英語得点と換算得点の何れかの高

得点を合否判定に利用する 

 

 

 

 

※他に、各技能スコアの最低基準あり 

明治大―経営［出願資格＆得点加点］ 

一般入試 英語４技能試験利用方式 

英語の学部試験は免除。「国語」、「 」に加算 

早稲田大―国際教養［得点換算］ 

一般入試  

国語[５０点]＋地歴・数学[５０点]＋英語[８５点] 

＋英語４技能[１５点] 

 
 

 

 

※未提出でも出願できるが、０点扱いとなる。 

 

■外部検定利用入試で採用される資格・検定の例（２０２０年度） 

 ９５％ ８５% 

英検ＣＳＥ ２２３８ ２１１３ 

ＧＴＥＣ ４技能 １１２０ １０００ 

ＴＥＡＰ ２９０ ２６１ 

 

 
出願資格
加点なし 

２０点加点 ３０点加点 

英検ＣＳＥ 2200（530） 2467（570） 2630（610） 

ＴＥＡＰ 290（70） 340（80） 390（90） 

 

 １５点 １０点 ５点 ０点 

英検 １級 準１級 ２級 

ＴＯＥＦＬ iBT 95以上 72－94 42－71 41以下 

 



英検ＣＳＥスコアとは 

 かつて「英検」の試験結果は、受験した級の合否のみが伝えられていたが、グローバル化にともなって英語

力を国際的な指標で表す必要性が高まったため、合否判定だけでなくユニバーサルなスコア尺度に基づき英語

４技能を評価する方法が２０１５年度に導入された。これが英検ＣＳＥスコア（Common Scale for English）だ。 

 英検ＣＳＥスコア導入により、４技能の技能ごとにスコアが均等に割り振られるため、受験者はどの技能が苦

手なのかをはっきり認識できるようになった。各級の合格基準スコアは毎回固定されていて、受験者は過去の

受験結果を比較して、合格までの距離をより客観的に把握することができる。導入後に基準改訂があり、改訂

前のものを ＣＳＥ１．０、改訂後のものを ＣＳＥ２．０と言っている。現在の英検は ＣＳＥ２．０によって算出されたス

コアで成績が表示されている。 

 ２１年度から運用の始まる「英語成績提供システム」で新規に導

入される「英検Ｓ－ＣＢＴ」、「英検ＣＢＴ」においても「従来型の英

検」と同様に「級」を指定して受験するが、ＣＥＦＲ対照表で測定

できるＣＳＥスコアの範囲は表のように級ごとに定められている。

ＣＳＥスコアを「得点換算」または「加点」する方式の入試に挑戦

する場合は、自分の英語力と志望大学の要求レベルを慎重に見極

めて受験する必要があるだろう。 

 なお英検ＣＳＥスコアは、全受験者の答案を採点したあとで、統

計的手法を用いてその試験回の難易度などを調整した上で算出さ

れる。正答数が同じでも実施回により英検ＣＳＥスコアは異なるた

め、受験者が自己採点によって英検ＣＳＥスコアを算出することは

できない。 

外部検定利用入試のスタイルが これからのスタンダードとなる 

 共通テストが始まる２０２１年度入試においては、多くの国公立大で資格・検定のスコアが各大学への出願条件

として利用される。この意味で現行の外部検定利用入試は、２１年度以降の大学一般選抜
．．

（２１年度入試より、一

般入試は一般選抜と名称変更される）のスタンダードとなる。多くの大学では、ＣＥＦＲ対照表Ａ２以上を出願資

格としているが、東京工業大学では出願資格＆加点方式での利用を発表している。加点についての詳細は未発

表だが、同大学の一般選抜の個別試験においては、英語１５０点中、筆記試験に１２０点、資格・検定をスコア化し

たものに３０点を配点する。また、東京都立大学（現首都大学東京 ２０年４月より校名変更予定）は、個別試験

において英語の試験を実施せず、共通テストの英語得点と資格・検定のスコアを選抜に利用する方針だ。 

 また私立大学においても、青山学院大学は多くの学部・学科の選抜で、共通テストまたは英語資格・検定、

もしくは、その両方を学部試験と併用すると発表した。同大学の選抜を、学部試験だけで行うのは一部の学部・

学科に限定される。 

２１年度入試から運用のはじまる「英語成績提供システ

ム」への対応に、受験生、高校側が追いついていない面が

現状としてはあるが、大学側から見れば、外部検定利用入

試での運用実績もあり、私たちが考えている以上に、英語

資格・検定を入学者選抜に利用する動きは積極的であると

感じた。 

 前号の繰り返しになるが、英語成績提供システムでは、

従来型の英検が使えない。また利用できる資格・検定も、

大学受験年度の４月から１２月の間に外会場で受験したも

のに限定される。これまでの外部検定利用入試どおりでは

ないことも多くあるが、情報を広く集め、柔軟に対応でき

るよう準備をしておこう。 

女子高校生のための東京大学説明会 
 期日 ２０１９年１１月４日（月）１０時～１３時 

 会場 東京大学本郷キャンパス法文２号館３１番教室 

 申し込み 大学ホームページより 

  https://daigakujc.jp/c.php?u=00006&l=03&c=01967 

級 
測定可能なＣＳＥスコア範囲 

上限 合格 下限 

１級 ３２９９ ２６３０ ２３０４ 

準１級 ２５９９ ２３０４ １９８０ 

２級 ２２９９ １９８０ １７２８ 

準２級 １９４９ １７２８ １４００ 

３級 １６９９ １４５６ １４００ 

 

■ＣＥＦＲ対照表における英検各級とＣＳＥスコア 

※各級の満点は上限より高く設定されている。したがっ

て、英検１級を受験し、満点をとってもＣＥＦＲのＣ２判

定は出ない。反対に下限を下回った場合は、ＣＥＦＲの

判定は行われない。受験者目線では、これが怖い。 

https://daigakujc.jp/c.php?u=00006&l=03&c=01967

